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１
９
５
４
年
、
改
進
党
中
曽

根
康
弘
等
に
よ
り
原
子
力
開

発
予
算
が
国
会
に
提
出
さ

れ
、
５
５
年
、
原
子
力
基
本

法
が
成
立
、
５
６
年
に
原
子

力
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。

初
代
の
会
長
は
読
売
新
聞
の

正
力
松
太
郎
氏
。
５
７
年
、

電
気
事
業
連
合
会
加
盟
の
９ 

         

電
力
会
社
と
電
源
開
発
に
よ

り
日
本
原
子
力
発
電
株
式
会

社
が
設
立
さ
れ
、
６
３
年
、

東
海
村
の
実
験
炉
で
日
本
初

の
原
子
力
発
電
が
行
な
わ
れ

た
。（
１
０
月
２
６
日
＝
原
子

力
の
日
） 

最
初
の
商
用
発
電
炉
は
ガ

ス
冷
却
炉
だ
っ
た
が
、
以
後

は
す
べ
て
軽
水
炉
が
建
設
さ 

 

（
家
庭
的
保
育
事
業
）
制
度

創
設
の
児
童
福
祉
法
改
正
案

が
、
児
童
養
護
施
設
で
の
虐

待
対
策
強
化
な
ど
も
盛
り
込

ま
れ
、
可
決
成
立
し
た
。 

こ
の
改
正
で
、
６
人
程
度

の
子
供
を
、
養
育
者
の
住
居

で
育
て
る
事
業
（
フ
ァ
ミ
リ

ー
ホ
ー
ム
）
を
制
度
化
。
ま

た
、
資
格
を
も
つ
人
が
自
宅

で
子
供
を
預
か
る
「
保
育
マ

マ
」
事
業
も
制
度
化
さ
れ
た
。 

こ
れ
は
、
保
育
所
を
補
完
す

る
も
の
と
し
て
位
置
付
け
る

こ
と
と
な
っ
た
。 

 

三
島
市
の
保
育
園 

三
島
市
の
保
育
所
は
市
立

７
園
、
私
立
１
０
園
が
あ
る
。 

 

過
去
３
年
間
の
市
内
保
育

園
の
児
童
数
の
変
遷
は
次
の

よ
う
で
あ
る
。 

（
各
年
度
４
月
１
日
現
在
） 

平
成
１
８
年
度
、
公
立
６
５

７
人
、
私
立
９
４
０
人 

 
 

計
１
５
９
７
人 

平
成
１
９
年
度
、
公
立
６
６

８
人
、
私
立
９
７
５
人 

 
 

近
年
、
全
国
的
に
子
ど
も

を
預
け
る
保
育
所
が
定
員
オ

ー
バ
ー
で
入
れ
な
い
と
い
う

待
機
児
童
の
問
題
が
起
っ
て

い
る
。 

保
育
問
題
は
少
子
化
問
題

と
並
ん
で
、
社
会
的
に
非
常

に
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
保

育
の
実
状
に
は
か
な
り
地
域

差
が
あ
り
、
民
間
の
全
国
調

査
で
、
保
育
所
の
約
４
５
・

６
％
が
定
員
を
超
え
て
子
ど

も
を
受
け
入
れ
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。
定
員
超
過
は

公
立
で
２
７
・
６
％
、
私
立

で
は
６
２
・
５
％
に
上
る
。 

人
手
不
足
を
補
う
た
め
、

非
正
規
の
保
育
士
を
雇
い
入 

 

 

計
１
６
４
３
人 

平
成
２
０
年
度
、
公
立
６
５

６
人
、
私
立
１
０
１
３
人 

 

計
１
６
６
９
人
。 

 

待
機
児
童
数 

（
各
年
度
４
月
１
日
現
在
） 

平
成
１
８
年
度 

０
人 

平
成
１
９
年
度 

９
人 

平
成
２
０
年
度 

５
人 

平
成
２
１
年
度
約
２
０
人 

 

待
機
児
童
を
減
ら
す
対
策 

①
公
立
・
私
立
保
育
所
の
定

員
の
弾
力
的
運
用
を
行
い
、

受
入
れ
可
能
な
保
育
園
に 

 

お
い
て
、
定
員
を
超
え
る
児

童
の
受
入
れ
を
実
施
し
て
い

る
。
年
度
当
初
は
認
可
定
員

の
１
１
５
％
以
内
５
月
以
降
は

認
可
定
員
の
１
２
５
％
以
内
。 

 

②
保
育
園
の
建
替
え
時
に
定

員
を
拡
充
す
る
。
私
立
白
道

保
育
園
を
平
成
２
２
年
度
に

定
員
１
８
０
人
↓
２
０
０
人

に
拡
充 

市
立
谷
田
保
育
園

を
平
成
２
２
年
度
に
定
員
９

０
人
↓
１
２
０
人
に
拡
充
。 

 

efefefefefefegef 

 

短
歌 

│ 

花 

冷 

え 

│ 
 

壁
に
散
る
卵
の
命
を
い
と
お
し
み
イ
ラ
ク
を
ガ
ザ 

を
人
々
を
思
う 

 

春
彼
岸
早
朝
の
墓
地
に
風
が
鳴
る
死
者
の
声
を
虔 

し
み
て
載
せ 

 

大
国
の
持
つ
ミ
サ
イ
ル
に
目
を
伏
せ
て
『
北
』
の 

恐
怖
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
続
く 

 

Ｗ
Ｂ
Ｃ
に
人
び
と
喝
采
す
さ
れ
ど<

侍
ジ
ャ
パ
ン> 

と
い
う
を
わ
れ
は
馴
染
ま
ず 

 

慎
ま
し
き
余
生
は
あ
り
や
花
冷
え
の
今
朝
に
読
む 

『
天
声
人
語
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

浅
野 

和
子 

  
 

│
│ 

時
事
川
柳 

│
│ 

地
権
者
が
立
ち
木
と
変
え
る
知
事
の
首 

 

批
判
し
て
撒
け
ば
受
け
取
る
給
付
金 

  二
階
へ
は
上
が
ら
せ
な
い
と
言
い
放
つ 

  し
が
ら
み
の
過
去
の
遺
産
に
病
む
政
治 

  ミ
サ
イ
ル
は
当
た
り
外
れ
も
八
卦
な
り 

  や
っ
ぱ
り
と
納
得
を
す
る
格
差
婚 

 

板
倉 

毅
武 

の
家
に
は
、
も
う
い
ら
な
い

お
も
ち
ゃ
が
た
く
さ
ん
あ
っ

た
の
で
持
っ
て
行
き
ま
し

た
。
そ
の
お
も
ち
ゃ
を
他
の

人
が
使
っ
た
ら
、
リ
ユ
ー
ス

に
な
る
と
思
っ
た
の
で
す
。

そ
れ
に
、
お
も
ち
ゃ
を
出
し

て
、
ハ
ー
ト
を
も
ら
え
ば
、 

も
っ
と
欲
し
い
お
も
ち
ゃ
が 

も
ら
え
ま
す
。こ
う
や
っ
て
、 

人
と
人
の
間
を
物
が
つ
な
い 

   

で
く
れ
る
の
が
い
い
と
思
い

ま
す
。 

二
つ
目
の
一
石
二
鳥
は
、

エ
コ
マ
ネ
ー
に
つ
い
て
、
五

年
の
国
語
の
教
科
書
に
載
っ

て
い
た
の
で
五
年
の
時
か
ら

興
味
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
国
語
の
教
科
書
に
は
、

エ
コ
マ
ネ
ー
を
通
じ
て
、
新

た
な
人
間
関
係
が
生
ま
れ
る

と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。 

初
め
て
子
供
ス
タ
ッ
フ
に
登

録
し
た
小
学
六
年
生
の
女
の

子
が
、
素
敵
な
感
想
を
寄
せ

て
く
れ
た
の
で
紹
介
す
る
。 

〔
か
え
っ
こ
し
よ
う 

～
ま
さ
に
一
石
二
鳥
～
〕 

 

わ
た
し
は
、
三
月
一
日
に

「
か
え
っ
こ
し
よ
う
」
に
行

き
ま
し
た
。
こ
の
「
か
え
っ

こ
し
よ
う
」
で
は
「
ハ
ー
ト
」

と
い
う
エ
コ
マ
ネ
ー
を
使
っ 

   

て
、
い
ら
な
く
な
っ
た
お
も

ち
ゃ
を
売
っ
た
り
買
っ
た

り
、
楽
器
を
作
っ
た
り
様
々

な
こ
と
を
や
り
ま
し
た
。 

 

一
つ
目
の
一
石
二
鳥
は
、

環
境
で
す
。
３
Ｒ
の
「
リ
サ

イ
ク
ル
、
リ
ユ
ー
ス
、
リ
デ

ュ
ー
ス
」
い
ま
、
地
球
の
環

境
問
題
が
重
視
さ
れ
て
い
る

な
か
で
、
こ
の
言
葉
は
大
切

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
私 

    

エ
コ
マ
ネ
ー
実
行
委
員
会
の

「
か
え
っ
こ
し
よ
う
ブ
ー
ス

イ
ベ
ン
ト
」
が
三
月
一
日

（
日
）
、
錦
田
小
で
行
わ
れ

た
。
今
年
で
七
回
目
、
子
供

ス
タ
ッ
フ
を
起
用
し
て
三
回

目
と
な
る
。
新
た
に
、
廃
品

で
楽
器
を
作
る
ブ
ー
ス
も
設

け
、
例
年
通
り
勉
強
会
を
行

っ
た
数
日
後
に
本
番
。
当
日

は
朝
か
ら
三
十
五
名
の
子
供

ス
タ
ッ
フ
が
大
人
ス
タ
ッ
フ

の
指
示
で
会
場
を
設
営
し
、

お
客
様
を
迎
え
る
準
備
を
し

た
。
早
い
昼
食
を
取
り
、
さ

あ
本
番
。
例
年
に
負
け
ぬ
盛

況
で
、来
場
者
は
約
四
百
名
、

か
え
っ
こ
に
持
ち
込
ま
れ
た

お
も
ち
ゃ
は
約
二
千
点
に
の

ぼ
っ
た
。
ど
の
子
も
活
き
い

き
し
た
表
情
。
中
で
も
今
年 

  

本
当
に
そ
の
通
り
だ
と
思
い

ま
す
。 

 

こ
の「
か
え
っ
こ
し
よ
う
」

の
中
で
一
番
楽
し
か
っ
た
の

は
、
実
際
の
受
付
の
仕
事
の

時
で
は
な
く
、
お
客
さ
ん
が

楽
し
め
る
よ
う
に
が
ん
ば
っ

た
当
日
の
準
備
だ
と
思
い
ま

す
。
顔
も
名
前
も
知
ら
な
い

人
た
ち
ば
か
り
だ
っ
た
け

ど
、み
ん
な
で
作
り
あ
げ
た
、

か
え
っ
こ
し
よ
う
の
受
付

は
、
お
客
さ
ん
も
ス
タ
ッ
フ

も
笑
顔
だ
っ
た
の
で
良
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。 

こ
の
一
日
が
、
大
切
な
思
い

出
に
な
り
ま
し
た
。 

最
後
に
、
今
回
子
供
ス
タ

ッ
フ
に
加
え
、
母
親
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
ご
活
躍
下
さ
っ
た

三
名
の
お
母
さ
ん
達
に
も
、

感
謝?

 
 〈

徳
倉 

エ
コ
母
ち
ゃ
ん
〉 
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経
済
情
勢
の
悪
化
で
、
全
国
的
に
共
働
き
世
帯
が
増
え
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
、
母
親
の
再

就
職
支
援
を
行
う
民
間
団
体
の
調
査
で
は
、
育
児
中
で
再
就
職
を
希
望
す
る
母
親
の
５
割
が

「
経
済
的
理
由
」
を
挙
げ
て
い
る
。
昨
年
夏
で
は
、
経
済
的
理
由
は
４
割
弱
、「
社
会
と
の
つ

な
が
り
」
が
３
８
％
だ
っ
た
。
再
就
職
相
談
で
も
「
何
で
も
い
い
か
ら
今
す
ぐ
働
け
る
仕
事
を

紹
介
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
差
し
迫
っ
た
訴
え
が
目
立
つ
と
の
こ
と
。
子
ど
も
を
保
育
園
に
預
け

た
う
え
で
、
貯
金
も
し
た
い
と
い
う
要
望
が
増
え
て
い
る
。 

三
島
市
の
保
育
所
、
待
機
児
童
は
？ 

           

不
況
の
中
で
共
働
き
は
増
え
る 

efefefefefefegef 

efefefefefefegef efefefefefefegef 

生
労
働
省
は
認
可
保
育
所
で

預
か
る
子
ど
も
の
数
を
年
度

途
中
で
定
員
の
１
２
５
％
ま

で
、
年
度
後
半
は
１
２
５
％

以
上
で
も
認
め
て
い
る
。 

 

保
育
士
に
占
め
る
非
正
規

雇
用
の
割
合
は
、
公
立
で
５

３
・
７
％
、
私
立
で
３
９
・

４
％
。
夜
間
の
延
長
保
育
需

要
な
ど
に
応
え
る
た
め
、
多

く
の
施
設
で
短
期
契
約
の
パ

ー
ト
な
ど
を
雇
い
入
れ
て
い

る
と
い
う
。 

 

厚
生
労
働
省
は
、
２
０
０

８
年
２
月
、
新
し
い
「
待
機

児
ゼ
ロ
作
戦
」を
発
表
し
た
。

新
作
戦
は
、
働
き
な
が
ら
子

育
て
を
し
た
い
親
の
希
望
を

か
な
え
る
た
め
、
保
育
サ
ー

ビ
ス
を
「
質
、
量
と
も
に
強

化
す
る
」
と
し
た
。
具
体
的

に
は
、（
１
）
保
育
所
な
ど
の

受
け
入
れ
児
童
数
を
現
在
の

２
０
０
万
人
か
ら
１
０
０
万

人
増
や
す
（
２
）
小
学
１
～

３
年
生
を
対
象
に
し
た
学
童

保
育
も
６
８
万
人
か
ら
１
４

５
万
人
増
や
す
と
し
て
い

る
。 昨

年
１１
月
、「
保
育
マ
マ
」 

 

efefefefefefegef 

efefefefefefegef 

れ
、
現
在
、
そ
の
数
は
５
５

基
で
あ
る
。（
図
版
参
照
） 

０
３
年
、
経
済
産
業
省
は
原

発
建
設
の
遅
れ
を
促
進
し
誘

致
意
欲
を
高
め
る
た
め
、
原

発
立
地
地
域
に
対
す
る
交
付

金
の
改
革
等
を
含
め
た
包
括

的
促
進
策
を
定
め
た
。
０
８ 

原発はいらない⑤ 

日本の原発の現状 
みしま原発を学ぶ会 

て
い
る
。 

 

日
本
の
各
電
力
会
社
の
全

発
電
量
に
占
め
る
原
子
力
の

発
電
比
率
（
０
０
年
度
）
は
、

北
海
道
２
９
％
、
東
北
１

５
％
、
東
京
４
５
％
、
中
部

２
３
％
、
北
陸
１
８
％
、
関

西
５
３
％
、
中
国
１
５
％
、 

 

 

も
う
す
っ

か
り
三
島
の

定
例
イ
ベ
ン

ト
と
な
っ 

今
年
も
エ
コ
マ
ネ
ーで
買
い
物
ご
っ
こ 

           
 

 

 

広
小
路
笑
栄
通
り
を
北
に

進
む
と
蓮
沼
川
と
交
差
す

る
。
右
角
に
ヤ
オ
タ
メ
ビ
ル

が
あ
り
、
そ
の
１
階
に
喫
茶

店
「
ボ
ナ
ー
ル
」
が
あ
る
。 

店
の
ご
主
人
は
鈴
木
宏
子

さ
ん
、
昭
和
５
６
年
か
ら
こ

の
お
店
を
や
っ
て
い
る
。
ご

主
人
は
韮
山
在
住
だ
が
、
毎

日
、
こ
の
お
店
に
通
っ
て
い

る
と
の
こ
と
。 

店
の
名
前
の
「
ボ
ナ
ー
ル
」

は
フ
ラ
ン
ス
の
画
家
か
ら
取

っ
た
も
の
。
昔
は
、
人
通
り

も
多
く
、
肩
が
ぶ
つ
か
る
位

の
賑
わ
い
だ
っ
た
。
店
を
訪

れ
る
お
客
も
、
日
に
１
５
０

人
を
越
え
る
こ
と
も
度
々
だ

っ
た
。
今
で
は
、
近
所
の
な

じ
み
客
が
多
く
、
世
間
話
に

訪
れ
て
は
珈
琲
を
飲
ん
で
行

く
。
ひ
と
頃
と
比
べ
る
と
お 

客
は
め
っ
き
り
減
っ
て
し
ま

っ
た
。 

ご
主
人
に
話
し
を
聞
く
と

「
三
島
は
、
や
は
り
〝
水
の

都
〟
だ
か
ら
、
小
浜
が
池
の

水
が
枯
れ
て
い
る
の
は
寂
し

い
。
楽
寿
園
が
死
ん
で
い
る
。

小
浜
池
に
水
が
戻
れ
ば
も
っ

と
観
光
客
が
増
え
る
は
ず

だ
」
と
い
う
。 

日
、
ご
主
人
が
拾
い
上
げ
て

掃
除
し
て
い
る
と
の
こ
と
。 

 

メ
ニ
ュ
ー
は
珈
琲
、
紅
茶

等
の
飲
み
物
と
軽
食
。 

ブ
レ
ン
ド
珈
琲
４
５
０
円
、

そ
の
他
、
飲
み
物
と
の
セ
ッ

ト
メ
ニ
ュ
ー
で
、
特
製
鉄
板

ナ
ポ
リ
タ
ン
９
８
０
円
、 

オ
ム
ラ
イ
ス
、
ピ
ラ
フ
、
サ

ン
ド
ウ
ィ
チ
等
の
セ
ッ
ト
が

あ
り
、
い
ず
れ
も
９
８
０
円
。 

efefefefefefegef 

 三島児童文学を語る会 ３６１回 

４月例会のお知らせ 
日時： ４月２５日（土） 

１３時３０分～１６時３０分 
場所：本町タワー４F 第３研修室 
テキスト： しらさぎが羽ばたいたら  

      （斉藤静子作「マスのいた小川」） 
表題の「マスのいた小川」は長いので、輪読・話

し合いは「しらさぎ……」の方にしますが、「マス
……」の方も読んで来て感想をお話下さい。 

今こそ「読み聞かせ」が大事！ 
事務局 小嶋利信 堀川尚子 山口当子 

TEL 971-3348(山口) 

 楽々パソコン教室のご案内 
毎週水曜日 夜 

生涯学習センター 
５Ｆ（パソコン教室） 

午後７時～８時半 

月４千円、１回1000円 

【個別指導対応】 

ワード、エクセル、デジカメ、 

画像処理、ホームページ作成等 

連絡先：055-986-1301（勝俣）
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三島市立光ケ丘保育園 

実用発電用
原子炉

炉数 出　力
研究開発
段階炉

炉数 出　力

計画段階 ３基 446.1万kW 建設段階 １基 28.0万kW
　(申請準備中 ７基 910.1万kW) 廃止段階 １基 　16.5万kW

建設段階 ３基 　366.8万kW 　　　計 ２基 44.5万kW
運転段階　　　５５基 　4946.7万kW
廃止段階 １基 　　16.6万kW
　　　計 ６９基 　6697.6万kW
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その時歴史が動いた 立ち上がった民衆 

キング牧師の訴えに応えて 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

日時：０９年４月２１日（火）午後６時４５分 
会場：本町タワービル ４Ｆ 会議室 
ＤＶＤ映像 その時歴史が動いたキング牧師の叫び 
入場無料：参加自由 参加者フリートーク 第３９回 
共  催：みしま憲法９条の会、三島市民講座、 
     三島・田方憲法９条を守る会等 

連絡先：975-1349（福尾）、977-2016（木内） 

ＤＶＤ  竹の子狩りのご案内 
とき：４月１９日（日）、９時～１４時 

場所：三島市塚原 里山センター・竹林 
内容：竹の子掘り、茹で上げ、味噌和え 

８時２０分、三島市役所駐車場に集合 
８時３４分発、大社町バス停 

会費：５００（中学生以上） 
保険料、味噌汁材料代 

申込：977-2016（木内）、978-2814（仁杉） 
    977-4006（岡元）、976-9925（山本） 
    977-2519（下山）、971-3768（杉山） 
主催：三島市連合勤労協 
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 みしま・源氏物語を読む会 
と  き： 毎月第１・３月曜日（月２回）  

午前 10 時 15 分～１１時 45 分       
 ところ： 三島商工会議所・会議室 
 内 容：『源氏物語』 使用テキスト・角川文庫    
 会 費： 月 2000 円 （テキスト・資料代･講師料等含む）

＊使用テキスト等は会で用意します。 

問い合わせ： 『源氏物語を読む会』 055－972-4953  
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